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V243b CTA大口径望遠鏡のカメラ開発 (3)
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TeV領域の超高エネルギーガンマ線を観測することで高エネルギー宇宙物理学の更なる発展を目指す次世代天
文台Cherenkov Telescope Array(CTA)計画では、国際共同実験により 3種類の望遠鏡の開発が進められている。
日本グループでは特に LSTと呼ばれる 23m口径大型望遠鏡の開発を担当している。この望遠鏡にはカメラとし
て約 1800個の光電子増倍管を直径 2.25mの円形に配置した巨大な検出器が搭載されている。この光電子増倍管
は 3ns以下の応答速度でチェレンコフ光を検出でき、平均量子効率は 40％を超えている。またこの望遠鏡は大型
ながら、風雨にさらされた状態でも 10年以上保守作業を必要とせずに安定動作するよう設計されている。既に
2000本の光電子増倍管が製作されており、特性の問題を解決しながら最初のカメラ製作に向けて計画を確実に進
めている。このカメラの開発状況を報告する。


